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庄内－羽田線1日5往復運航で 
ま す ま す 便 利 に な り ま す 

庄内 
（偶数月に発行します） 

山形県庄内総合支庁広報誌 

２     

令和５年 

 「おいしい庄内空港ファンクラブ」は、今年2月21日

に設立1周年を迎え、会員数は約6,000名に増えて

います。 

 現在、搭乗率の低い早朝便の利用拡大に向け、

「冬のこっぱやぐ〔早朝〕割」キャンペーンを行っていま

す。ファンクラブに入会すると割引率が大変お得にな

ります。この機会に空の旅に出かけてみませんか。 

豊饒の地、庄内から 

建設総務課 建設技術・事業調整担当  ℡ 0235-66-5569 

 建設部では、中高生に建設業への関心・
興味を持ってもらい、将来の地元建設業へ
の就業につなげることを目的として、山形県
建設業協会の鶴岡、酒田両支部と連携しな

がら、庄内を支える建設業への若者就業促進事業を行っています。 
 具体的には、建設系学科の高校生を対象とした現場見学会、意見交換会や、『建
設業の役割を紹介するパネル展』を開催しています。 
 また、将来の進学先や就職先の参考にしてもらえるよう地元庄内の土木施設など、
写真やイラストを用いたパンフレットを作成し、庄内管内の中高生に配付しています。 
 

 今回新たな取組みとして、建設業の入門編であるコンリート打設に着目した、中高
生にも分かり易い動画をユーチューブに投稿しました。パンフレットにもQRコードを添付
し、簡単に視聴できるようにしています。この取組みによって、さらに、建設業に興味・
関心を持っていただければと考えていますので、ぜひご視聴ください。 

12年ぶりの1日5往復運航 ［期間増便］ 
「おいしい庄内空港ファンクラブ」設立 

1周年を迎えました！ 

庄内を支える建設業への 

若 者 就 業 促 進 事 業 

 庄内－羽田線は、3月26日から5月31日までと10

月1日から28日までの間に、これまでの1日4往復から

5往復に増便されます。増便されるのは羽田発13時

10分の便と、庄内発14時55分の便です。1日5往復

の運航は12年ぶりです。 

 今回の増便により国際線への接続が便利になり、イ

ンバウンド需要の取り込みが期待されるとともに、便の

間隔が均等になることで国内線の乗継ぎが改善され、

ビジネス客・観光客の利用拡大が期待されます。 

 増便期間中は庄内・羽田発の全便を対象とする割

引クーポンの発行などのキャンペーンを行いますの

で、みんなで庄内空港を利用しましょう！ 

総務課 連携支援室 ℡ 0235-66-5440 

“建設業のいろいろ“動画で発信中！ 

月号 総合支庁ニュース 

https://www.youtube.com/watch?v=5n2HRVa7AQc
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「山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト庄内
地域本部食味コンクール（※）」入賞者の皆様 
 

※庄内米のさらなる評価向上と、生産者の意 
欲向上を図るためのコンクールです。 

 平成21年、日向地区では小学校が閉校となり、住

民の間には「このまま地域が廃れてしまうのでは」とい

う危機感が生まれました。同年、公民館のコミセン移

行が重なったこともあり、地域が元気でいるために、

旧校舎をコミセンとして再活用することになりました。 

 令和4年度農林水産祭むらづくり部門で、酒田市

八幡の日向コミュニティ振興会が農林水産大臣賞を

受賞しました。 
 

 1月10日、三川町のなの花ホールにおいて、約180名の農業者

及び関係者を対象に「2023米フォーラムin庄内」を開催しました。

始めに、「山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト庄内地域本部

食味コンクール」の表彰式が行われ、続いて温暖化対策や担い手

対策について専門家からご講演をいただきました。 
  

 講演では、秋田県立大学の金田吉弘名誉教授より「高温気象を

克服し、肥料高騰を乗り切る稲づくり」と題して、「高温に負けない

稲には、根とケイ酸の量が重要である。」とのお話をいただき、受講

者からは「昨年の稲作での失敗点がわかった」などの意見が寄せ

られました。 

 また、山形大学農学部の小沢亙教授より「米どころ庄内の明るい

未来へ」と題して、「担い手は栽培技術とともに経営管理能力、予

測する力が求められるようになる。地域の人たちがサポートしてい

けば庄内の稲作は明るい。」とのお話をいただき、「今後の経営の

参考になった」との意見も寄せられました。 

 令和5年産の作付けに向けて、大変有意義なフォーラムとなりま

した。  

日向コミュニティ振興会が農林水産大臣賞を受賞！  

「いろんな世代がみんなで 

支え合える地区」を目指して 

農村計画課 計画調整担当 ℡ 0235-66-5549 

 2023米づくりフォーラムin庄内を開催！ 

農業技術普及課 経営企画担当 ℡ 0235-64-2103 

 

 同地区では、ワークショップ形式の話合いが行われ、

参加者の提案がきっかけとなって、旧校舎へのカフェ

開設（居場所づくり）、ささえあい除雪ボランティア（共

助の体制づくり）などの活動が始まりました。これらの活

動は、地域内外の人と連携しながら現在も継続して行

われています。 

 この度の受賞は、みんながやりたいことを地域全体で

後押ししながら、「いろんな世代がみんなで支え合える

日向」を目指して継続してきた活動が認められたもの

です。2月25日には、受賞記念祝賀会と、地域のさら

なる発展を目指した記念講演が予定されています。 

旧校舎をコミセンとして再活用 

居場所づくりや、共に助け合う体制づくり 

今年のテーマは「一歩先行く庄内稲作をめざして」 
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「子ども食堂」を知っていますか？  

 庄内保健所では、冬期間に多発する入浴事故を予防して楽

しく・安全にお風呂に入ってもらうため、入浴事故防止キャラバ

ンを行っています。 

 令和4年度は1月26日「風呂の日」に、鶴岡・酒田の健康診

断実施施設と庄内総合支庁ロビーの3ヶ所で啓発活動を実施

しました。 

 花王株式会社様からご提供いただいた入浴剤を配布しなが

ら、「よいふろチェック」として、入浴時に気をつけなければいけ

ないことなど、正しい入浴事故の防止法をお伝えしました。 
 

 また、庄内保健所の調査では12月から3

月までの寒い時期に入浴事故が多発してい

ることがわかっています。まだまだ寒い日が

続きますので、十分気を付けてお風呂に入

りましょう。 

庄内総合支庁ロビーでの啓発活動の様子 

酒田舞娘と光の協演  

酒田舞娘による演舞「藤娘」 

 庄内観光コンベンション協会では、1月7日・8日、「プロジェク

ションマッピングｉｎ東田川文化記念館」を開催しました。史跡と

コラボレーションした、天候に左右されない屋内での冬の新た

な観光素材として企画し、約360名の来場者から、酒田舞娘

の演舞とプロジェクションマッピングをお楽しみいただきました。 

 今回の演舞では、定番の「庄内おばこ」「酒田甚句」に加え、

このイベントのために編曲・アレンジした「藤娘」を披露していた

だきました。また投影されたプロジェクションマッピングは、演舞

のストーリーを踏まえながら酒田舞娘を引き立てる工夫がされ

ており、「幻想的なプロジェクションマッピングが演舞にマッチし

ていた」と好評の声が聞かれました。  

庄内41℃
よ い

ふろキャラバン 
～入浴を楽しく・安全に～ 

 庄内地域では、感染対策を行いながら、現在12か所の子ども食堂が

定期的に開催されています。  

 専門学校やお寺が開催しているもの、イベントや学習支援教室と一緒

に開催しているもの、子どもから高齢者までどなたでも参加できるものな

ど、様々な形で子どもたちにあたたかい食事と居場所を提供しています。 

 庄内総合支庁では、庄内地域の子ども食堂の開催予定を県のホーム

ページに掲載しています。また、子ども食堂の活動を取材し、Facebook

やInstagramに投稿しています。ぜひご覧いただき、子どもの居場所づくり

の取組みについてご理解をお願いします。  

保健企画課  企画調整担当 ℡ 0235-66-5528 

子ども食堂は、NPO・地域の方などが、子どもたちに無料または低額の食
事やあたたかな団らんを提供する取組みで、子どもの居場所づくりの1つ
として全国的に注目されています。  

庄内地域の 

子ども食堂の開催状況 

（山形県HP） 

「酒調こども食堂（酒田調理師専門学校）」の様子 

子ども家庭支援課 子育て支援・女性青少年担当  ℡ 0235-66-5457 

「プロジェクションマッピング ｉｎ東田川文化記念館」 

地域産業経済課 観光振興室  ℡ 0235-66-5726 

https://www.pref.yamagata.jp/337028/kenfuku/kosodate/shien/kodomoshokudou/kodomoshokudou01.html
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庄内総合支庁ニュース 

山形県庄内総合支庁 

公式Facebook 

山形県庄内総合支庁 

公式Instagram  

やまがた健康住宅に住んでみませんか？ 

就活はコチラで 

学生・UIJターン 

庄内就職説明会  

 
 

 

 自殺は経済・生活問題、

健康問題、勤務問題、学

校問題など、様々な原因

や背景が重なることで起こ

ります。特に環境の変化が多い年度の変わり目は、

疲れが溜まりやすく、気づかないうちに心身の不調を

きたす場合があります。 

 庄内保健所では、精神科医による月1回の相談の

ほか、保健師によるこころの健康相談を随時受け付

けています。些細なことでも1人で悩まずに、まずはご

相談ください。  

 

 

 
 

 

           

建築課 住宅営繕担当 ℡0235-66-5640 

情報コーナー 

＼暖かいはしあわせ／ 『やまがた健康住宅』とは？ 
 

 「やまがた健康住宅」は、平成30年度に日本で

初めて、県が独自に断熱性能と気密性能の基準

を定め、審査等を行い認証している住宅です。 

ぜひ見てください！ 
 

「やまがた健康住宅」ってどんなものなのかなど、

家型ＹｏｕＴｕｂｅｒのタテッカさんが、体当たりで配

信しています。みなさんもタテッカさんと一緒に、

「やまがた健康住宅」を見て、知って、感じてくだ

さい。 

 冬にトイレに行こうと廊下に出た時、ヒヤッとすることはありませんか？ 

 断熱性能の低い住宅では、リビングなど普段いる部屋だけを暖房するため、廊下や

お風呂、脱衣場などとの温度差が発生します。この温度差は、心筋梗塞などを引き起

こす要因になります。 

 また、最近電気やガスなどのエネルギーが高騰していますが、断熱性能が低い住宅

では、快適な温度を保つために多くのエネルギーを必要とします。 

 そんな、健康にもお財布にもやさしい住宅が、「やまがた健康住宅」です。 

タテッカーナ 

YouTubeチャンネル 

こころの健康について 

（庄内保健所HP）  
まもろうよこころ 

（厚生労働省） 

地域保健福祉課 精神保健福祉担当 

℡ 0235-66-4931 

相談窓口などの 

詳細はこちら→ 

「3月は自殺対策強化月間です」 

 3月18日・19日、三川町「いろり火の

里なの花ホール」を会場に、令和6年3月大学等卒業

予定者などを対象とする、「学生・ＵＩＪターン庄内就職

説明会」を開催します。 
 

 庄内地域に就業場所を有する企業（オンライン方式

41社、対面方式103社）が参加します。 

 採用担当者から直接話を聞き、企業概要や仕事内

容をしっかり理解できる絶好のチャ

ンスです。ぜひご参加ください！ 

詳しくは 

山形県HPへ 

地域産業経済課 産業振興担当 

℡ 0235-66-5485 

http://www.youtube.com/@tatekka_ymgt
https://www.pref.yamagata.jp/337041/sangyo/rodo/koyotaisaku/uiturn/2023setsumeikai.html
https://www.pref.yamagata.jp/337027/kenfuku/kenko/hokenjo/shounaihokenjo/kenkoufukushijouhou/shonaikokoro.html
https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/
https://www.pref.yamagata.jp/337001/kensei/joho/koho/shonainews.html
https://instagram.com/pref_yamagata_shonai
https://m.facebook.com/pref.yamagata.shonai



